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平成29年改訂学習指導要領の趣旨を踏まえた 

学習評価の進め方 
  

 

小学校 国語科 
 

この資料は、平成29年改訂学習指導要領（以下、学習指導要領）に基づく学習評価を円滑

に進めていくための手引きとして、国立教育政策研究所の「『指導と評価の一体化』のため

の学習評価に関する参考資料」(以下、「参考資料」)の考え方を基に、佐賀県教育センター

が作成したものです。各学校における、指導と評価の一体化に向けた取組の推進にぜひお役

立てください。 
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○学習評価とは 

 

 

 
 

○学習評価を行う上で重要なポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○学習評価の機能 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領では、各教科等の目標や内容が、育成を目指す資質・能力の三つの柱を基に整理されま

した。目標や内容の整理を踏まえ、小・中・高等学校の各教科を通じて、評価の観点も４観点から３観

点に整理されました(下図参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の資質・能力を育成するために、目標に照らして児童生徒一人一人の学習状況を

的確に把握すること 

２ 学習評価の観点                                      

         【従前】             【平成 29年改訂の学習指導要領】 

関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 

技能 

知識・理解 

知識・技能 

思考・判断・表現 

主体的に 
学習に取り組む態度 

１ 学習評価の基本的な考え方 

① 児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと 
② 教師の指導改善につながるものにしていくこと 
③ これまで慣行として行われてきたことでも、必要性・妥当性が認められないも

のは見直していくこと 

学習評価を行うに当たっては、児童生徒一人一人の資質・能力を育成できるようにすることが大前

提です。そのためには、児童生徒の進歩の状況や教科等の目標の実現状況を適切に把握することが必

要です。把握した内容は、児童生徒にフィードバックして児童生徒の学習改善につなげられるように

し、教師は自身の指導改善につなげます。このことなくして児童生徒一人一人の資質・能力の育成は

望めません。つまり、学習評価を行う上で、「普段の授業の不断の見直し」が不可欠だと言えます。 

指導に生かす評価･･･児童生徒一人一人の学習状況を把握し、児童生徒の学習改善や教師の指導 
改善につなげるための評価のこと 

記録に残す評価･････観点別学習状況の評価を総括する際の資料となるよう、学習状況を記録す
る評価のこと 

指導に生かす評価の場面は、随時存在します。児童生徒の学習状況を把握し、「おおむね満足でき

る」状況(Ｂ)以上になることを目指して、必要な指導を適宜行います。 

記録に残す評価の場面は、毎時間設定する必要はありません。児童生徒全員の評価を記録に残す場

面を精選することが重要です。単元や題材のまとまりの中で、評価規準に照らして、児童生徒の観点

別学習状況を把握し、記録します。 
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「教科の目標」と「評価の観点」及び「評価内容」との関係は以下の通りです。 

【学習指導要領「教科の目標」】 

 (1) (2) (3) 

 知識及び技能に関する目標 思考力，判断力，表現力等に

関する目標 

学びに向かう力，人間性等に

関する目標 

 
 
 

 
 

 
 

【「評価の観点」及び「評価内容」】 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
内
容 

・各教科等における学習の過

程を通した知識及び技能を

習得しているか。 

・既有の知識及び技能と関連

付けたり活用したりする中

で，他の学習や生活の場面

でも活用できる程度に概念

等を理解したり，技能を習

得したりしているか。 

・各教科等の知識及び技能を

活用して課題を解決する等

のために必要な思考力，判

断力，表現力等を身に付け

ているか。 

・各教科等の「主体的に学習

に取り組む態度」に係る観

点の趣旨に照らして，知識

及び技能を習得したり，思

考力，判断力，表現力等を

身に付けたりするために，

自らの学習状況を，把握

し，学習の進め方について

試行錯誤するなど，自らの

学習を調整しながら学ぼう

としているか。 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領において、全ての教科の目標は、(1)「知識及び技能」、(2)「思考力，判断力，表現力

等」、(3)「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱で整理されました。小学校国語科の目標は次のと

おりです。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   
 
  各学年の目標は、学習指導要領でご確認ください。 

※(3)の「学びに向かう力，人間性等」には、①「主体的に学習に取り組む態度」として観点別学習

状況の評価を通じて見取ることができる部分と、②観点別学習状況の評価や評定にはなじまず、

こうした評価では示しきれない部分があるとされています。そのため、評価の観点は、「主体的

に学習に取り組む態度」と示されています。 

３ 小学校国語科の目標 

評価の観点は「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の三つです。 

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理解し

適切に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

知識及び技能 

思考力，判断力， 

表現力等 

学びに向かう力， 

人間性等 ※ 

(1) 日常生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことがで

きるようにする。 

(2) 日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像

力を養う。 

(3) 言葉がもつよさを認識するとともに，言語感覚を養い，国語の大切さを

自覚し，国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 
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  評価の観点は、全教科領域、全学年共通ですが、評価の観点の趣旨は学年ごとに異なります。小学

校国語科における評価の観点及びその趣旨は、次のとおりです。 

   

(1) 評価の観点及びその趣旨 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

日常生活に必要な国語につい

て，その特質を理解し適切に

使っている。 

「話すこと・聞くこと」，

「書くこと」，「読むこと」

の各領域において，日常生活

における人との関わりの中で

伝え合う力を高め，自分の思

いや考えを広げている。 

言葉を通じて積極的に人と関

わったり，思いや考えを広げ

たりしながら，言葉がもつよ

さを認識しようとしていると

ともに，言語感覚を養い，言

葉をよりよく使おうとしてい

る。 

   

(2) 学年別の評価の観点及びその趣旨 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

第
１
学
年
及
び
第
２
学
年 

日常生活に必要な国語の知識

や技能を身に付けているとと

もに，我が国の言語文化に親

しんだり理解したりしてい

る。 

「話すこと・聞くこと」，

「書くこと」，「読むこと」

の各領域において，順序立て

て考える力や感じたり想像し

たりする力を養い，日常生活

における人との関わりの中で

伝え合う力を高め，自分の思

いや考えをもっている。 

言葉を通じて積極的に人と関

わったり，思いや考えをもっ

たりしながら，言葉がもつよ

さを感じようとしているとと

もに，楽しんで読書をし，言

葉をよりよく使おうとしてい

る。 

第
３
学
年
及
び
第
４
学
年 

日常生活に必要な国語の知識

や技能を身に付けているとと

もに，我が国の言語文化に親

しんだり理解したりしてい

る。 

「話すこと・聞くこと」，

「書くこと」，「読むこと」

の各領域において，筋道立て

て考える力や豊かに感じたり

想像したりする力を養い，日

常生活における人との関わり

の中で伝え合う力を高め，自

分の思いや考えをまとめてい

る。 

言葉を通じて積極的に人と関

わったり，思いや考えをまと

めたりしながら，言葉がもつ

よさに気付こうとしていると

ともに，幅広く読書をし，言

葉をよりよく使おうとしてい

る。 

第
５
学
年
及
び
第
６
学
年 

日常生活に必要な国語の知識

や技能を身に付けているとと

もに，我が国の言語文化に親

しんだり理解したりしてい

る。 

「話すこと・聞くこと」，

「書くこと」，「読むこと」

の各領域において，筋道立て

て考える力や豊かに感じたり

想像したりする力を養い，日

常生活における人との関わり

の中で伝え合う力を高め，自

分の思いや考えを広げてい

る。 

言葉を通じて積極的に人と関

わったり，思いや考えを広げ

たりしながら，言葉がもつよ

さを認識しようとしていると

ともに，進んで読書をし，言

葉をよりよく使おうとしてい

る。 

４ 小学校国語科における評価の観点及びその趣旨 
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小学校国語科における「内容のまとまり」は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点別学習状況の評価を行う際は、学習指導要領の目標や内容を踏まえ、年間の指導と評価の計画

を確認することが重要です。その上で、「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方等を踏まえて進

めます。進め方の例については、小学校国語科の「参考資料」をご確認ください。 

 

 

 

 １ 観点ごとの評価規準作成のポイント 

国語科では、一つの指導事項を年間で複数回繰り返して指導することが多くあります。国語の指

導内容は螺旋的・反復的に繰り返しながら、資質・能力の定着を図ることを基本としているため、

年間を見通して当該単元の指導目標や単元の評価規準を設定します。 

まず、学習指導要領に示された教科及び学年の目標を踏まえて、「評価の観点及びその趣旨」が

作成されていることを理解することが重要です。 

 

(1) 「内容のまとまりごとの評価規準」作成の手順 

   ① 各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認します。 

  「内容のまとまり」 

〔知識及び技能〕 〔思考力、判断力、表現力等〕  

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

Ａ 話すこと・聞くこと 

Ｂ 書くこと 

Ｃ 読むこと 

 

「評価の観点」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

※〔知識及び技能〕は「知識・技能」、〔思考力、判断力、表現力等〕は「思考・判断・表

現」と対応しています。 

６ 小学校国語科における観点ごとの評価規準作成のポイント及び評価のポイント 

５ 小学校国語科における「内容のまとまり」 

各学年とも、内容は、〔知識及び技能〕と〔思考力、判断力、表現力等〕の二つ

の「内容のまとまり」で示されています。これらのまとまりは、さらに次のように

分けられています。 

〔知識及び技能〕 

  (1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

  (2) 情報の扱い方に関する事項 

  (3) 我が国の言語文化に関する事項 

〔思考力、判断力、表現力等〕 

  Ａ 話すこと・聞くこと 

  Ｂ 書くこと 

  Ｃ 読むこと 
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   ② 【観点ごとのポイント】を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 

   【観点ごとのポイント】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・基本的に、当該学年で育成を

目指す資質・能力に該当する

指導事項について、その文末

を「～している。」として、

評価規準を作成する。 

・育成したい資質・能力に照ら

して、指導事項の一部を用い

て作成することもある。 

・指導事項に示された資質・能

力を確実に育成するため、基

本的には、「内容のまとまり

ごとの評価規準」が単元の評

価規準になる。 

 

・基本的に、当該学年で育成を

目指す資質・能力に該当する

指導事項について、その文末

を「～している。」として、

評価規準を作成する。 

・育成したい資質・能力に照ら

して、指導事項の一部を用い

て作成することもある。 

・指導事項に示された資質・能

力を確実に育成するため、基

本的には、「内容のまとまり

ごとの評価規準」が単元の評

価規準になる。 

・評価規準の冒頭には、当該学

年で指導する一領域を「(領域

名)において、」と明記する。 

例「読むことにおいて、」 

・各学年の「目標(３)」を参考

にしつつ、必要に応じて、

「評価の観点及びその趣旨」

（p.３）を用いて、評価規準

を作成する。 

・粘り強い取組を行おうとする

側面と自らの学習を調整しよ

うとする側面を踏まえ、当該

単元で育成する資質・能力と

言語活動に応じて作成する。 

・文末は「～しようとしてい

る。」として作成する。 

(2) 学習指導要領の「２ 内容」及び「内容のまとまりごとの評価規準（例）」 

＜例 第１学年及び第２学年〔思考力、判断力、表現力等〕の「Ａ 話すこと・聞くこと」＞ 

ア 紹介や説明、報告など、伝えたいことを話したり、それらを聞いて声に出して確かめたり

感想を述べたりする活動を通した指導の評価規準の例 

   ① 「知識・技能」及び「思考・判断・表現」 

内容のまとまりごとの指導事項を基に、図１のように、評価規準を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
  部…育成を目指す資質・能力に該当する指導事項を、年間を見通して、観点ごとに選ぶ。 

  部…冒頭に、「話すこと・聞くことにおいて、」と当該学年で指導する一領域を明記する。 

  部…育成したい資質・能力に照らして、「Ａ 話すこと・聞くこと」なので「話の」とする。 

  部…文末を「～こと」→「～している（該当する指導事項）」とする。 

図１ 「知識・技能」及び「思考・判断・表現」の評価規準における作成の手順 

学
習
指
導
要
領 

２ 

内
容
あ
あ 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 

(1)オ 身近なことを表す語句の量を増し，

話や文章の中で使うとともに，言葉に

は意味による語句のまとまりがあるこ

とに気付き，語彙を豊かにすること。 

イ 相手に伝わるように，行動したことや

経験したことに基づいて，話す事柄の順

序を考えること。 

 

評
価
規
準 

例 

知識・技能 思考・判断・表現 

身近なことを表す語句の量を増し，話

の中で使うとともに，言葉には意味によ

る語句のまとまりがあることに気付き，

語彙を豊かにしている。（(1)オ） 

イ 「話すこと・聞くこと」において，

相手に伝わるように，行動したことや

経験したことに基づいて話す事柄の順

序を考えている。（イ） 
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② 「主体的に学習に取り組む態度」 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準は、図２の①から④の内容を全て含め、単元の

目標や学習内容等に応じて、その組合せを工夫して設定することが考えられます。児童が学習

を振り返ったり、これまでの学習とつないだりすることができるように設定することが大切で

す。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 観点ごとの評価のポイント 

観点 観点ごとの評価のポイント（☆） 

知識・ 
技能 

☆ここでの知識は、単に暗記することに終始するような知識ではなく、日常生活で生きて働

く知識として実感的に理解した状況を評価する。 

☆国語科の特質に応じて、資料を用いて発表をしたり文章による説明をしたりするなど、多

様な方法を適切に取り入れる。また、実際に知識や技能を用いる場面を設ける。 

思考・ 
判断・ 
表現 

☆「思考・判断・表現」の評価は、各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等の

ために必要な思考力、判断力、表現力等を身に付けているかを評価する。 

☆ペーパーテストのみならず、スピーチや報告する文章の作成、グループでの話合い等の多

様な活動を取り入れたり、それらを集めたポートフォリオを活用したりするなどの評価方

法が考えられる。 

主体的に 
学習に 
取り組む 
態度 

☆知識及び技能を習得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりするために、自ら

の学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しなが

ら、学ぼうとしているかどうかという側面を評価する。 

☆国語科の特質に応じて、児童の発達の段階や一人一人の個性を十分に考慮し、「知識・技

能」や「思考・判断・表現」の観点の状況を踏まえた上で、評価を行う必要がある。 

☆ノートやレポートによる記述、授業中の発言、教師による行動観察や児童による自己評価

や相互評価等の状況を評価する。 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準 

進んで相手に伝わるよう事柄の順序を考え、学習

の見通しをもって紹介しようとしている 

図２ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準における作成の手順 

①粘り強さ 

 〈積極的に、進んで、粘り強く等〉 

②自らの学習の調整 

 〈学習の見通しをもって、学習課題に沿って、 

  今までの学習を振り返って、 

今までの学習を生かして等〉 

③他の観点において重点とする内容 

（特に粘り強さを発揮してほしい内容） 

④当該単元の具体的な言語活動 

（自らの学習の調整が必要となる具体的な言語活動） 

①進んで 

 

②学習の見通しをもって 

 

 

 

③相手に伝わるよう事柄

の順序を考え 

④紹介しようとしている 

①②の〈 〉内の言葉は、当該内容の学習状

況を例示したもので、これ以外も想定される 

①から④の内容を、単元の目標や学習内容

等に合うように、具体化する 

①から④の内容を全て含め、単元の目標

や学習内容等に応じて、その組合せを工夫

する 
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題材における観点別学習状況の評価の進め方は、基本的に次のような流れになります。観点別学習

状況の評価を行う際は、まず、学習指導要領の目標や内容を踏まえ、年間の指導と評価の計画を確認

することが重要です。 

 

手順                   留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

○ 手順①、②、③を踏まえ、「指導と評価の計画」を作成する。 

○ 「指導と評価の計画」に示す「評価規準・評価方法等」は、次のようなことを

意識する。 

・各時間の具体的な学習活動を構想し、単元のどの段階でどの評価規準に基づ

いて評価するのかを決定する。  

・児童の学習の達成状況を見取り、児童の学習の改善や、教師の指導の改善に

つなげるために用いる評価規準を示す。 

・どのようにして、評価を行うのか具体的な評価方法を示す。 

④「指導と評価の計画」 

の作成 

 各事例 項目７  

授業・評価 

 各事例 項目８  

７ 小学校国語科における学習評価の進め方 

○授業実践を行う。「指導と評価の計画」に沿って観点別学習状況の

評価を行い、児童の学習改善や教師の指導改善につなげる。 

○それぞれの評価規準について、実際の学習活動を踏まえて、「おお

むね満足できる」状況（Ｂ）、「努力を要する」状況（Ｃ）への手

立てを考える。 

○観点別学習状況の評価の評定への総括は、各観点の評価結果をＡ、Ｂ、Ｃの組

合せ、又は、Ａ、Ｂ、Ｃを数値で表したものに基づいて総括する。 

○集めた評価資料やそれに基づく評価結果などから、観点ごとの総括的評価

（Ａ、Ｂ、Ｃ）を行う。 

⑤観点ごとの総括 

 p.21 Ｑ２  

①単元で取り上げる指導

事項の確認 

 各事例 項目１～３  

○ 年間指導計画※等を基に、単元で取り上げる指導事項を確認する。 

  ※各教科書会社のＨＰ、指導書を参照。 

②単元の目標と学習課題、

言語活動の設定 

 各事例 項目３～５  

○ 学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等に加え、児童の実態、前単

元までの学習状況等を踏まえて、単元の目標を設定する。 

○ 単元の目標を実現するために適した学習課題や言語活動を、言語活動例を参

考にして位置付ける。 

③単元の評価規準の作成 

 各事例 項目６  

○ 単元の評価規準は、本資料の「観点ごとの評価規準作成のポイント」（pp.４

-６）及び小学校国語科の「参考資料」の巻末資料（pp.77-111）を基に、単元

の内容に合わせて作成することが考えられる。 

○評定への総括 
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  １ 単元名 「れいの書き方をくふうして、せつめいする文章を書こう」     

    教材名 「食べ物のひみつを教えます」（光村図書） 

   

２ 内容のまとまり 

    第３学年及び第４学年 

    〔知識及び技能〕       (1) 言葉の特徴や使い方に関する事項  

    〔思考力，判断力，表現力等〕「Ｂ書くこと」 

   

３ 単元の目標 

(1) 主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、接続する語句の役割、段落の役割について

理解することができる。                    〔知識及び技能(１)カ〕 

(2) 書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関係に注意

したりして、文章の構成を考えることができる。  〔思考力，判断力，表現力等Ｂ(1)イ〕 

(3) 自分の考えとそれを支える事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫することができ

る。                        〔思考力，判断力，表現力等Ｂ(1)ウ〕 

(4) 言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝

え合おうとする。                     「学びに向かう力，人間性等」 

 

 

４ 児童に提示する学習課題 

  この単元では、れいの書き方をくふうする学習をします。課題は、「すがたをかえる大豆」の

くふうと比べて、すがたをかえて食品になる材料について、説明する文章を書くことです。 

 

５ 本単元における言語活動 

    例の書き方を工夫して、姿をかえて食品になる材料について、説明する文章を書く。  

（関連する言語活動例：〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ(2)ア）  

 

６ 単元の評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

①主語と述語との関係、

修飾と被修飾との関

係、接続する語句の役

割、段落の役割につい

て理解している。 

    （(1)カ） 

①「書くこと」において、書く内容

の中心を明確にし、内容のまとま

りで段落をつくったり、段落相互

の関係に注意したりして、文章の

構成を考えている。 （Ｂ(1)イ） 

②「書くこと」において、自分の考

えとそれを支える事例との関係を

明確にして、書き表し方を工夫し

ている。      （Ｂ(1)ウ） 

①進んで、自分の考えが伝

わるように書き表し方を

工夫し、学習の見通しを

もって、説明する文章を

書こうとしている。 

 

  部…粘り強さ 

  部…自らの学習の調整 

８ 小学校国語科における評価の事例 

事例１ キーワード…「知識・技能」と「思考・判断・表現」の評価 

〔知識及び技能〕、〔思考力，判断力，表現力等〕は、指導事項の文末を「～できる」として示す 

「学びに向かう力，人間性等」は、いずれの単元においても、学年の目標である

「言葉がもつよさ～思いや考えを伝え合おうとする」までを示す 
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７ 指導と評価の計画（全８時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準(・)、評価方法等(＿) 

１ 

 

○本単元の学習課題と言語

活動を知り、学習の見通

しをもつ。 

・学習課題と言語活動の内容を具

体的に示し、児童が学習の見通

しをもつことができるようにす

る。 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

・ 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○材料を決め、調べる。 

 

 

 

 

 

○調べた内容を整理する。 

 

 

 

○文章の組立てを考える。 

 

 

  

 

 

 

 

 

○文章の組立てを友達と読

み合う。 

 

 

○説明する文章を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・色々な食品に姿をかえて食べら

れている材料の例を示す。 

・必要な情報を見付けられるよう

に、材料や食品について書かれ

た本や資料を準備する。 

 

・おいしく食べる工夫につながる

用語例を示し、調べた内容を整

理しやすいようにする。 

 

・説明する文章のモデルを提示し

て「はじめ」、「中」、「終わ

り」に書く内容をつかませ、書

く内容の中心を明確にして段落

を分けられるようにする。 

・作り方が簡単な順、よく食べる

ものの順など、例の書き方に注

意して、文章の構成を考えられ

るようにする。 

・文章の組立てを読み合い、気付

いたことを助言し合うよう促

す。 

 

・おいしく食べる工夫とその具体

例を照らし合わせながら、各段

落の文章を書くように助言す

る。 

・「すがたをかえる大豆」におけ

る書き方の工夫を提示し、それ

と比べながら書き表し方を工夫

することができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断・表現①】 

ワークシートの記述 

・書く内容の中心を明確に

して段落を分けたり、例

の書き方に注意したりし

て文章の構成を考えてい

るかを読み取る。 

 

 

 

 

 

【知識・技能①】 

説明する文章の下書きの記述 

・おいしく食べる工夫とそ

の具体例について段落ご

とに分けて書いているか

を読み取る。 

 

【思考・判断・表現②】 

説明する文章の下書きの記述 

・「すがたをかえる大豆」

の書き方と比べながら、

ここでは、「記録に

残す評価」のみを位

置付けているが、学

習内容を確実に習得

できるようにするた

め、「指導に生かす

評価」を単元を通し

て適宜行う。 



 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明する文章の書き表し

方を工夫しているかを読

み取る。 

７ 

・ 

８ 

○下書きを友達と読み合

う。 

 

 

○下書きを修正し、それを

基に清書する。 

 

 

○感想を伝え合い、単元を

振り返る。 

・読み合うときの観点を示し、自

分の考えとそれを支える事例と

の関係が明確になっているかに

ついて、助言し合うよう促す。 

・各段落の内容を分かりやすく伝

えるために、清書した文章に必

要な絵や写真を加えさせる。 

・自分の考えが伝わるように、書

き表し方をどのように工夫した

のかを振り返らせる。 

【主体的に学習に取り組む

態度①】 

説明する文章や振り返りの

記述・児童の様子を観察 

・友達と読み合う活動を踏

まえて、自分の考えが伝

わるように書き表し方を

工夫しようとしているか

を読み取る。 

 

 

  

学習評価を行うに当たって 
どの観点を評価するにせよ、「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」のいずれにおいても、

次の二つのことを念頭に置いて、評価しましょう。 

☑授業中の児童の取組の様子、発言やつぶやきの内容、記述内容などから児童の学習状

況を見取る中で、評価規準に照らして、「努力を要する」状況（Ｃ）になりそうな児

童を見いだし、適切な手立てを取って「おおむね満足できる」状況（Ｂ）となるよう

にすること。 

☑評価結果は、総括のためだけでなく、児童の学習改善と教師の指導改善に生かすこ

と。 

図３に示すように、毎時間児童全員について記録をとることは現実的ではないので、計画的に評

価を行いましょう。 

 

図３ 単元における「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」のイメージ 

単元 

毎時間、あらかじめ決めてお

いた評価の観点とその規準で

「指導に生かす評価」を行い、

それを指導改善や学習改善に生

かします。 

 

Ｃ→Ｂに！ 

いくつかの時間では、単元における観点別学

習状況の評価の総括を行うために、学習の実現

状況が把握できる段階で、「記録に残す評価」

として、以下の３段階で評価を行います。 
・「十分満足できる」状況（Ａ） 

・「おおむね満足できる」状況（Ｂ） 

・「努力を要する」状況（Ｃ） 
「記録に残す評価」では、全員の学習状況を

記録します。 

１時目 

２時目 

３時目 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

指導に生かす評価 記録に残す評価 
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８ 観点別学習状況の評価の進め方 

(1) 「知識・技能」の評価 

表１ 【知識・技能①】における（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の状況 

【知識・技能①】主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、接続する語句の役割、段落の役

割について理解している。（第５時） 

「十分満足できる」状況 

（Ａ） 

「おおむね満足できる」状況

（Ｂ） 

「努力を要する」状況 

（Ｃ） 

おいしく食べる工夫とその具

体例を内容のまとまりごとに

段落を分けて書き、接続する

語句を適切に使って、段落相

互の関係を明確に表現してい

る。 

おいしく食べる工夫とその具

体例を内容のまとまりごとに

段落を分けて書いている。 

（Ｂ）に達していない状況 

手立て（例） 

・モデル文の組み立てを基

に、各段落に書く内容につ

いて確認する。 

・一段落目を教師と一緒に書

き、例の挙げ方について具

体例を示す。 

【知識・技能①】は、下書きの記述を表１の判定の基準を基に評価しました。 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)の具体例を紹介します。図４に示した児童１が書いた下書

きでは、おいしく食べる工夫（図４の  部）とその具体例（図４の  部）を三つの段落に

分けて書いています。そのため、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）としました。 

一方、「説明する文章」の下書きの際に指導に生かす評価を行いました。「努力を要する」

状況（Ｃ）とした児童には、表１のような手立てを行い、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）

に近付くようにしました。 

「十分満足できる」状況（Ａ）の具体例を紹介します。例えば、説明する内容に合わせて

「まず、次に、また、さらに、このように」などの接続する語句を適切に使って、段落相互の

関係を明確に表現している児童は、「十分満足できる」状況（Ａ）としました。 
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お
な
ど
を
入

れ
て
あ
じ
を
付
け
、
や
い
た
り
あ
げ
た
り
す
る

と
お
い
し
い
ス
ナ
ッ
ク
が
し
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に･

･
･･
･･ 

 図４ 児童１が書いた下書きの記述 



 

12 

(2) 「思考・判断・表現」の評価 

表２ 【思考・判断・表現①】における（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の状況 

【思考・判断・表現①】「書くこと」において、書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで

段落をつくったり、段落相互の関係に注意したりして、文章の構成を考え

ている。（第４時） 

「十分満足できる」状況 

（Ａ） 

「おおむね満足できる」状況

（Ｂ） 

「努力を要する」状況 

（Ｃ） 

書く内容の中心を明確にし、

「はじめ」、「中」、「終わ

り」に分けたり、例の書き方

に注意したりして文章の構成

を考え、その根拠を説明して

いる。 

書く内容の中心を明確にし、

「はじめ」、「中」、「終わ

り」に分けたり、例の書き方

に注意したりして文章の構成

を考えている。 

（Ｂ）に達していない状況 

手立て（例） 

・各段落に書く内容につい

て、モデル文を基に、具体

例を示す。 

・ワークシートの中から、ど

の工夫と食品を取り上げる

のかを質問する。 

【思考・判断・表現①】は、ワークシートの記述を表２の判定の基準を基に評価しました。 

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の具体例を紹介します。次頁図５に示した児童２のワー

クシートでは、〔文章の組立て〕の「はじめ」の部分で説明する材料を紹介しています。「中」

の部分で、調べたことを基に、次頁図５の  部のように、牛乳をおいしく食べる工夫と食品

を対応するように書き、内容の中心を明確にしたり、例の書き方に注意したりしています。さ

らに、「終わり」の部分で、次頁図５の  部のように、調べて感じたことの中心をまとめて

います。そのため、「はじめ」、「中」、「終わり」それぞれの内容の中心を明確にしたり、

例の書き方に注意したりして文章の構成を考えていると判断し、「おおむね満足できる」状況

（Ｂ）としました。 

一方、文章の組み立てを考えている場面において指導に生かす評価を行いました。「努力を

要する」状況（Ｃ）とした児童は、表２のような手立てを行い、「おおむね満足できる」状況

（Ｂ）に近付くようにしました。 

なお、「よく食べるものの順に例を挙げた」「取り上げた材料の姿が分かりやすいものの順

に例を挙げた」など、例の書き方の順序について、根拠を説明できている児童を「十分満足で

きる」状況（Ａ）としました。 
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表３ 【思考・判断・表現②】における（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の状況 

【思考・判断・表現②】「書くこと」において、自分の考えとそれを支える事例との関係を明確

にして、書き表し方を工夫している。（第６時） 

「十分満足できる」状況 

（Ａ） 

「おおむね満足できる」状況

（Ｂ） 

「努力を要する」状況 

（Ｃ） 

自分の考えとそれを支える事

例との関係を明確にして、

「すがたをかえる大豆」と比

べながら、説明する文章の下

書きの書き表し方を工夫する

とともに、更に工夫を加えて

いる。 

自分の考えとそれを支える事

例との関係を明確にして、

「すがたをかえる大豆」と比

べながら、説明する文章の下

書きの書き表し方を工夫して

いる。 

（Ｂ）に達していない状況 

手立て（例） 

・「すがたをかえる大豆」の

書き方の工夫を提示し、一

緒に確認する。 

・選んでいる材料に合う書き

方のモデルを提示し、参考

にするように助言する。 

【思考・判断・表現②】は、下書きの記述を表３の判定の基準を基に評価しました。ここで

は「すがたをかえる大豆」の書き方の工夫を生かして書くように指導しました。 

     「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の具体例を紹介します。次頁図６に示した児童２が書い

た下書きでは、「バター」と「アイスクリーム」と「ヨーグルト」の三つの事例を取り上げ、

次頁図６の  部に示した自分の考えとそれを支える三つの事例との関係を明確にしています。

また、「中」の部分の各段落において、「すがたをかえる大豆」と比べながら、文章の下書き

の書き表し方を工夫しています。まず、次頁図６の  部のように、牛乳をおいしく食べる工

夫を書き、次に、次頁図６の  部のように、その工夫について具体例を説明しています。そ

のため、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）としました。 

一方、説明する文章の下書きをする場面において指導に生かす評価を行いました。「努力を

要する」状況（Ｃ）とした児童は、表３のような手立てを行い、「おおむね満足できる」状況

〔調べたこと〕 〔文章の組立て〕 

図５ 児童２が書いたワークシートの記述 

・
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め
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・
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べ
る
工
夫 

キ
ャ
ラ
メ
ル 

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム 

粉
ミ
ル
ク 

チ
ー
ズ 

ヨ
ー
グ
ル
ト 

バ
タ
ー 

コ
ー
ヒ
ー
牛
乳 

食
品 
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・
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々
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に
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べ
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・
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・
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ヨ
ー
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・
こ
こ
で
せ
つ
め
い
す
る
ざ
い
り
ょ
う 

 

牛
乳 
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（Ｂ）に近付くようにしました。 

「十分満足できる」状況（Ａ）の具体例を紹介します。例えば、図７の児童は，図６の  部

のことについて、図７の  部のように、おいしく食べる工夫の具体例についてさらに詳しく説

明したり、読み手を引きつけるような表現を用いたりしています。このような児童を「十分満足

できる」状況（Ａ）としました。その他、「すがたをかえる大豆」と比べながら、説明する文章

の下書きの書き表し方を工夫したり、更に工夫を加えたりしている児童を「十分満足できる」状

況（Ａ）としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図６ 児童２が書いた下書きの記述 

い
ろ
い
ろ
な
食
品
に
す
が
た
を
か
え
る
牛
に
ゅ
う 

 

み
な
さ
ん
が
給
食
で
飲
ん
で
い
る
牛
に
ゅ
う
は
、

そ
の
ま
ま
飲
む
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
に

す
が
た
を
か
え
て
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
か
き
ま
ぜ
る
く
ふ
う
が
あ
り
ま
す
。
牛
に

ゅ
う
か
ら
作
っ
た
ク
リ
ー
ム
を
か
き
ま
ぜ
て
か
た
め

る
と
バ
タ
ー
が
で
き
ま
す
。 

 
次
に
、
こ
お
ら
せ
て
食
べ
る
く
ふ
う
が
あ
り
ま

す
。
牛
に
ゅ
う
と
牛
に
ゅ
う
か
ら
作
っ
た
ク
リ
ー
ム

に
あ
じ
を
つ
け
て
、
か
き
ま
ぜ
て
こ
お
ら
せ
る
と
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
な
り
ま
す
。 

さ
ら
に
は
っ
こ
う
さ
せ
る
く
ふ
う
が
あ
り
ま
す
。

に
ゅ
う
さ
ん
き
ん
と
い
う
目
に
見
え
な
い
小
さ
な
生

物
の
力
を
か
り
て
は
っ
こ
う
さ
せ
る
と
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
が
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
牛
に
ゅ
う
は
、
い
ろ
い
ろ
な
す
が

た
で
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
く
ふ
う
さ
れ

て
き
た
の
は
、
え
い
よ
う
が
ほ
う
ふ
で
お
い
し
い
か

ら
で
す
。
牛
に
ゅ
う
は
、
そ
の
ま
ま
お
い
て
お
く

と
、
す
ぐ
く
さ
っ
て
し
ま
す
。
牛
に
ゅ
う
を
長
も
ち

さ
せ
て
お
い
し
く
食
べ
る
く
ふ
う
を
し
て
き
た
昔
の

人
た
ち
の
ち
え
は
す
ば
ら
し
い
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

す
。 

 

次
に
、
こ
お
ら
せ
て
食
べ
る
く

ふ
う
が
あ
り
ま
す
。
牛
に
ゅ
う
と

牛
に
ゅ
う
か
ら
作
っ
た
ク
リ
ー
ム

に
さ
と
う
や
た
ま
ご
を
入
れ
て
、

く
だ
も
の
な
ど
で
味
を
つ
け
ま

す
。
そ
の
後
、
て
い
温
で
か
き
ま

ぜ
て
空
気
を
入
れ
て
こ
お
ら
せ
る

と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
な
り
ま

す
。
家
て
い
で
自
分
の
す
き
な
味

で
作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
よ
。 

図７ (Ａ)と判断する状況の一例 

・おいしく食べる工夫の具体例をより

分かりやすくするために、「さとう

やたまご、くだものなど」と、詳しい

説明を加えている。 

・以前に学習した相手に呼び掛けるよ

うな文を加えることで、読み手を引

き付けるようにしている。 
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  １ 単元名 「作品の世界をとらえ、自分の考えを書こう」 

    教材名 「やまなし」「イーハトーヴの夢」（光村図書） 

 

  ２ 内容のまとまり 

    第５学年及び第６学年 

    〔知識及び技能〕       (1) 言葉の特徴や使い方に関する事項  

    〔思考力，判断力，表現力等〕「Ｃ読むこと」 

 

  ３ 単元の目標 

    (1) 比喩や反復などの表現の工夫に気付くことができる。      〔知識及び技能(1)ク〕 

       (2) 物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすることができる。 

 〔思考力，判断力，表現力等Ｃ(1)エ〕 

 (3) 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを紹介カードにまとめることができる。                     

〔思考力，判断力，表現力等Ｃ(1)オ〕   

       (4) 言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語を大切にして、思いや考えを

伝え合おうとする。                   「学びに向かう力，人間性等」 

   

４ 児童に提示する学習課題 

  この単元では、表現の効果や物語の全体像について、自分の考えをもつ学習をします。課題は、

「やまなし」の二つの場面を比べたり、「やまなし」と「イーハトーヴの夢」を関連付けたりし

て、それぞれの場面の情景や作品に込められた作者の思いから、自分が感じたことをまとめた

「やまなし」の紹介カードを書くことです。 

 

５ 本単元における言語活動 

    それぞれの場面の情景や作品に込められた作者の思いから、自分が感じたことをまとめた「や

まなし」の紹介カードを書く。 

       （関連する言語活動例：〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ(2)イ）  

 

６ 単元の評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

①比喩や反復などの表現

の工夫に気付いてい

る。    （(1)ク） 

①「読むこと」において、表現の

効果を考えたり、物語の全体像

を想像したりしている。 

 （Ｃ(1)エ） 

②「読むこと」において、文章を

読んで理解したことに基づい

て、自分の考えをまとめてい

る。       （Ｃ(1)オ） 

①積極的に、文章を読んで

理解したことに基づい

て、学習課題に沿って、

紹介カードを書こうとし

ている。 

 

  部…粘り強さ 

  部…自らの学習の調整 

事例２ キーワード…「思考・判断・表現」と「主体的に学習に取り組む態度」の評価 
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７ 指導と評価の計画（全８時間）  

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準(・)、評価方法等(＿) 

１ 

 

○本単元の学習課題と言語

活動を知り、学習の見通

しをもつ。 

 

○「やまなし」を読み、内

容の大体を捉える。 

・教師が作成した紹介カードのモ

デルを提示し、児童が言語活動

のイメージをもつことができる

ようにする。 

・「５月」と「12月」の谷川の様

子を簡単な絵や図に表すこと

で、児童が内容の大体を捉えら

れるようにする。 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

○「イーハトーヴの夢」を

読み、宮沢賢治の生き方

や考え方を知る。 

 

○「５月」の谷川の情景や

出来事を想像しながら読

む。 

 

○「12 月」の谷川の情景や

出来事を想像しながら読む。 

 

○「５月」と「12 月」を比

べて読み、表現の効果を

考えたり、物語の全体像

を想像したりする。 

 

 

 

 

 

 

○「やまなし」の紹介カード

の下書きを書く。 

・宮沢賢治の言動を整理し、宮沢

賢治の生き方や考え方をまとめ

られるようにする。 

 

・谷川の様子やかにの親子の言動

に着目させることで、谷川の情

景や出来事を想像しながら読む 

ことができるようにする。 

 

 

 

・作品全体を通して、共通して扱

われている内容を見付けさせる

ことで、児童が物語の全体像を

考えられるようにする。 

・「５月」と「12月」を比べて、

対比されているものや比喩、擬

音語や擬声語を見付けさせるこ

とで、表現の効果を考えられる

ようにする。 

 

・紹介カードのモデルを提示する

ことで、紹介カードに書く内容

を確認する。 

・「やまなし」の内容と「イーハ

トーヴの夢」で書かれている作

者の生き方や考え方を関連付け

て、自分の考えを書くよう助言

することで、「やまなし」に込

 

 

 

 

［知識・技能①］ 

ノートの記述 

・比喩や反復などの表現を

抜き出し、その工夫につ

いてまとめることができ

ているかを読み取る。 

 

［思考・判断・表現①］ 

ノートの記述 

・「５月」と「12月」を

比べて、物語の全体像を

想像したり表現の効果を

考えたりしているかを読

み取る。 

 

 

 

［思考・判断・表現②］ 

紹介カードの下書きの記述    

・文章を読んで理解したこと

に基づいて、「やまなし」

と「イーハトーヴの夢」を

関連付けながら、自分の

考えを紹介カードに書い

ているかを読み取る。 

ここでは、「記録に

残す評価」のみを位

置付けているが、学

習内容を確実に習得

できるようにするた

め、「指導に生かす

評価」を単元を通し

て適宜行う。 
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められた作者の思いを考えられ

るようにする。 

・心に残った理由を文中の言葉を

用いて説明するよう助言する。 

７ 

・ 

８ 

○「やまなし」の紹介カー

ドについて、グループで

交流する。 

○交流を踏まえて、よりよ

い表現を用いて紹介カー

ドを清書する。 

○清書されたものを読み、

単元を振り返る。 

・発表をする際には、心に残った

ところを教科書で示しながら紹

介カードを説明することで、友

達に分かりやすく伝えられるよ

うにする。 

・友達の紹介カードを読む時の観

点を示し、観点に沿って、交流

ができるようにする。 

［主体的に学習に取り組む

態度①］ 

紹介カードや振り返りの記

述・児童の様子を観察 

・交流を踏まえて、よりよ 

い表現を用いようとして

いるかを読み取る。 

 

８ 観点別学習状況の評価の進め方 

(1) 「思考・判断・表現」の評価 

表４ 【思考・判断・表現①】における（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の状況 

【思考・判断・表現①】 

「読むこと」において、表現の効果を考えたり、物語の全体像を想像したりしている。（第５時） 

「十分満足できる」状況 

（Ａ） 

「おおむね満足できる」状況

（Ｂ） 

「努力を要する」状況 

（Ｃ） 

「やまなし」において、表現の

効果を考えたり、全体像を想像

したりしたことをノートに具体

的に書いている。 

「やまなし」において、表現の

効果を考えたり、全体像を想像

したりしたことをノートに書い

ている。 

（Ｂ）に達していない状況 

手立て（例） 

・「５月」と「12 月」を比べ

て、対比的に表現されている

具体例や共通している内容の

具体例を示す。 

・ノートにまとめた表現からど

のような印象を受けるのかを

質問する。 

【思考・判断・表現①】は、ノートの記述を表４の判定の基準を基に評価しました。 

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の具体例を紹介します。次頁図８に示した児童１が書い

たノートでは、「５月」と「12月」を比べ、次頁図８の  部の「かわせみ」と「やまなし」

のように、対比的に表現されているところが書かれています。次に、「５月」と「12月」の対

比的に表現されている箇所から、次頁図８の  部のように「するどい感じがする表現」と

「やわらかい感じがする表現」とそれぞれの表現の効果を書いています。そして、物語の全体

像を次頁図８の  部のように「命をテーマにしている」と想像し、その視点で、「５月」と

「12月」の様子をそれぞれ「暗く冷たい」と「明るく温かい」と書いているため、「おおむね

満足できる」状況（Ｂ）としました。 
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それぞれの児童が自分の考えをまとめているときに指導に生かす評価を行いました。「努力

を要する」状況（Ｃ）とした児童には、前頁表４のような手立てを行い、「おおむね満足でき

る」状況（Ｂ）に近付くようにしました。 

「十分満足できる」状況（Ａ）の具体例を紹介します。例えば、図９の児童は、図８の  部

について、図９の  部のように、「やまなし」の全体像について想像したことを具体的に書い

ています。このような児童を「十分満足できる」状況（Ａ）としました。その他、表現の効果を

考えたり物語の全体像を想像したりしたことを、具体的に書いていると判断した児童を「十分満

足できる」状況（Ａ）としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○
ま
と
め
て
み
よ
う 

･
･
･
･･
･ 

「
や
ま
な
し
」
は
、
命
を
テ
ー
マ
に
し
て
い

る
と
感
じ
た
。
五
月
は
、
ク
ラ
ム
ボ
ン
が
殺
さ

れ
た
り
魚
が
か
わ
せ
み
に
殺
さ
れ
た
り
し
て
、

命
が
う
ば
わ
れ
る
様
子
が
伝
わ
り
、
暗
く
冷
た

い
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
十
二
月
は
、
や
ま
な

し
が
落
ち
て
ず
う
っ
と
し
ず
ん
で
、
ま
た
上
へ

上
っ
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
、
じ
ゅ
く
し
た
や
ま

な
し
が
自
然
に
落
ち
て
い
る
様
子
が
伝
わ
り
、

明
る
さ
や
温
か
さ
を
感
じ
た
。 

図９ (Ａ)と判断する状況の一例 

・五月における暗く冷たい

様子について、命が奪わ

れる様子を具体的に書い

たり、十二月における明

るく温かい様子について

やまなしが自然に落ちて

いる様子を具体的に書い

たりしている。 

図８ 児童１が書いたノートの記述 

○
ま
と
め
て
み
よ
う 

 

五
月
は
「
と
が
る
」
や
「
こ
わ
い
」
、
「
い
き
な
り
飛
び
こ
む
」
の
よ
う

な
す
る
ど
い
感
じ
が
す
る
表
現
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
と
思
っ
た
。
十
二
月

は
「
丸
い
」
や
「
ト
ブ
ン
」
、
「
お
い
し
そ
う
」
の
よ
う
な
、
や
わ
ら
か
い

感
じ
が
す
る
表
現
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
と
思
っ
た
。 

 

「
や
ま
な
し
」
は
、
命
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
そ
の
視
点
で

五
月
と
十
二
月
を
比
べ
る
と
、
五
月
の
様
子
は
暗
く
冷
た
く
、
十
二
月
の
様

子
は
、
明
る
く
温
か
い
感
じ
が
し
た
。 

・
か
わ
せ
み 

・
青
光
り
の
ま
る
で
ぎ
ら
ぎ
ら
す 

 

る
鉄
ぽ
う
だ
ま
の
よ
う
な
も
の 

・
コ
ン
パ
ス
の
よ
う
に
黒
く
と
が 

 
っ
て
い
る 

・
い
き
な
り
飛
び
と
ん
で
き
た 

・
日
光 

・
青
白
い
水 

・
こ
わ
い
よ
、
お
父
さ
ん 

五
月 

・
や
ま
な
し 

・
き
ら
き
ら
っ
と
黄
金
の
ふ
ち 

 

・
黒
い
丸
い
大
き
な
も
の 

・
ト
ブ
ン 

・
ぼ
か
ぼ
か 

・
月
光 

・
青
白
い
ほ
の
お 

・
お
い
し
そ
う
だ
ね
、
お
父
さ
ん 

十
二
月 
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表５ 【思考・判断・表現②】における（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の状況 

【思考・判断・表現②】 

「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめている。 

（第６時） 

「十分満足できる」状況 

（Ａ） 

「おおむね満足できる」状況

（Ｂ） 

「努力を要する」状況 

（Ｃ） 

「やまなし」と「イーハトー

ヴの夢」を関連付けながら読

み、理解したことに基づい

て、自分の考えを具体的に書

いている。 

「やまなし」と「イーハトー

ヴの夢」を関連付けながら読

み、理解したことに基づい

て、自分の考えを書いてい

る。 

（Ｂ）に達していない状況 

手立て（例） 

・「やまなし」の情景や「イ

ーハトーヴの夢」に書かれ

ている作者の考え方を教師

と一緒に確認する。 

・「やまなし」と「イーハト

ーヴの夢」とを読み比べた

感想を質問する。 

【思考・判断・表現②】は、紹

介カードの下書きの記述を表５の判

定の基準を基に評価しました。 

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）

の具体例を紹介します。図 10 に示

した児童２は、心に残った場面に

ついて、対比的に表現されている

「かわせみが落ちてきたとき」と

「やまなしが落ちてきたとき」を

取り上げて説明しています。「や

まなし」の心に残った場面と「イ

ーハトーヴの夢」の内容を関連付

けながら読んで理解したことか 

ら、自分の考えを第四段落に書いていることが

分かります。そのため、「おおむね満足でき

る」状況（Ｂ）としました。 

一方、紹介カードの下書きをしているとき

に、指導に生かす評価を行いました。「努力を要

する」状況（Ｃ）とした児童には、表５のような手

立てを行い、「おおむね満足できる」状況

（Ｂ）に近付くようにしました。 

「十分満足できる」状況（Ａ）の具体例を紹介します。例えば、図 11の児童は、図 10の  部に

ついて、図 11 の  部のように、「イーハトーヴの夢」に表れている作者の考え方を詳しく書い

ています。そのため、「十分満足できる」状況（Ａ）としました。 

・
・
・
強
く
心
に
残
り
ま
し

た
。 作

者
は
、
「
や
ま
な
し
」
の

中
で
、
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の

夢
」
に
書
か
れ
て
い
た
よ
う

に
、
気
候
の
特
ち
ょ
う
を
色
々

な
角
度
か
ら
見
て
、
し
っ
か
り

つ
か
む
こ
と
の
大
切
さ
や
自
然

の
美
し
さ
に
対
す
る
思
い
の
よ

う
な
自
分
の
考
え
方
を
、
五
月

と
十
二
月
の
情
景
に
込
め
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。 

私
は
、
五
月
に
は
、
春
で
明

る
く
温
か
い
印
象
が
あ
り
、 

・
・
・ 

図 11 (Ａ)と判断する状況の一例 

図 10 児童２が書いた紹介カードの下書き 

私
が
心
に
残
っ
た
の
は
、
落
ち
て
き
た
や
ま
な

し
を
か
に
の
親
子
が
追
い
か
け
る
と
こ
ろ
で
す
。 

五
月
に
か
わ
せ
み
が
落
ち
て
き
た
と
き
に
は
、

二
ひ
き
の
か
に
は
、
「
ま
る
で
声
も
出
ず
、
居
す

く
ま
っ
て
」
の
よ
う
に
、
こ
わ
が
っ
て
い
る
様
子

が
伝
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
十
二
月
に
や
ま
な

し
が
落
ち
て
き
た
と
き
に
は
、
「
そ
の
横
歩
き
と

底
の
黒
い
三
つ
の
か
げ
法
師
が
六
つ
お
ど
る
よ
う

に
し
て
、
や
ま
な
し
の
円
い
か
げ
を
追
い
ま
し

た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
か
に
た
ち
が
喜
ぶ
様
子
が

思
い
浮
か
び
、
五
月
の
か
に
の
様
子
を
比
べ
て
、

十
二
月
の
そ
の
様
子
が
強
く
心
に
残
り
ま
し
た
。 

「
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
夢
」
に
書
か
れ
て
い
た
作

者
の
考
え
方
が
「
や
ま
な
し
」
に
も
表
れ
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。 

私
は
、
五
月
に
は
、
春
で
明
る
く
温
か
い
印
象

が
あ
り
、
十
二
月
に
は
、
冷
た
く
暗
い
印
象
が
あ

り
ま
し
た
が
、
や
ま
な
し
を
読
ん
で
そ
の
印
象
が

変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
物
事
の
特
ち
ょ
う

を
、
色
々
な
角
度
か
ら
見
て
、
し
っ
か
り
つ
か
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。 
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(2) 「主体的に学習に取り組む態度」の評価 

表６ 【主体的に学習に取り組む態度①】における（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の状況 

【主体的に学習に取り組む態度①】 

積極的に、文章を読んで理解したことに基づいて、学習課題に沿って、紹介カードを書こうと

している。（第７・８時） 

「十分満足できる」状況 

（Ａ） 

「おおむね満足できる」状況

（Ｂ） 

「努力を要する」状況 

（Ｃ） 

自身の紹介カードの下書きを

自ら見返して、進んでよりよ

くしようとしたり、友達や教

師に自身の修正状況を説明し

て積極的に助言を求めたりし

ている。 

これまでの学習や友達の意見

を参考にしながら、自身の紹

介カードをよりよくしようと

している。 

（Ｂ）に達していない状況 

手立て（例） 

・これまでのワークシートや

ノートに書かれている内容

を何度も読み返すように助

言する。 

・交流における友達の意見や

教師の助言を再確認させ、

紹介カードをよりよくする

ように促す。 

【主体的に学習に取り組む態度①】は、紹介カードや振り返りの記述、児童の様子を表６の

判定の基準を基に評価しました。 

その際、状況を十分確認することができない児童については、必要に応じて問い掛けるなど、

紹介カードや振り返りの記述の理由を確認しながら評価しました。 

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の具体例を紹介します。児童３は、次頁図 12 のような下

書きの記述をしていましたが、友達の意見や教師の助言に基づいて、次頁図 13 の  部のよう

に、「５月」のかわせみと「12 月」のやまなしを比べて、作品で描かれている情景を想像した

り、次頁図 13 の  部のように、「イーハトーヴの夢」に表れている作者の生き方や考え方に

注目したりして、紹介カードを書こうとしていると判断し、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）

としました。 

一方、交流後の様子で指導に生かす評価を行いました。「努力を要する」状況（Ｃ）とした

児童には、表６のような手立てを行い、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）に近付くようにし

ました。 

「十分満足できる」状況（Ａ）の具体例を紹介します。学習課題を強く意識し、友達の意見や

教師の助言だけでなく、自分から進んで自主的に紹介カードの下書きを見返して、よりよくし

ようとしたり、友達や教師に自身の修正状況を説明して積極的に助言を求めたりしていること

が、児童の様子や紹介カードや振り返りの記述から確認できる児童は「十分満足できる」状況

（Ａ）としました。その他、進んでこれまでの学習を振り返りながら、紹介カードを書こうと

している児童も「十分満足できる」状況（Ａ）としました。 
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図 12 児童３が書いた紹介カードの下書きの記述 

 

僕
が
心
に
残
っ
た
の
は
、
や
ま
な
し
が
落
ち
て

流
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

五
月
に
、
か
わ
せ
み
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
で

は
、
「
ぎ
ら
ぎ
ら
す
る
鉄
砲
だ
ま
」
や
「
コ
ン
パ

ス
の
よ
う
に
黒
く
と
が
っ
て
い
る
」
の
よ
う
な
す

る
ど
い
感
じ
が
す
る
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
十
二
月
に
、
や
ま
な
し
が
出
て
き

た
と
こ
ろ
で
は
、
「
ト
ブ
ン
」
や
「
ぼ
か
ぼ
か
流

れ
て
い
る
」
の
よ
う
な
ゆ
っ
く
り
し
た
感
じ
の
言

葉
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
比
ゆ
や
、
ぎ
声

語
・
ぎ
音
語
を
用
い
て
、
様
子
を
見
事
に
表
し
て

い
る
こ
と
が
心
に
残
り
ま
し
た
。 

「
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
夢
」
の
中
に
、
「
イ
ー
ハ

ト
ー
ヴ
の
物
語
を
通
し
て
追
い
求
め
た
理
想
は
、

人
間
が
み
ん
な
人
間
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
社

会
だ
。
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
作
者

は
、
十
二
月
に
熟
し
て
落
ち
た
や
ま
な
し
の
よ
う

に
、
そ
の
生
き
物
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
社
会

が
理
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
「
や
ま
な
し
」
と

い
う
題
名
に
込
め
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

僕
も
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
よ
う

に
、
今
、
で
き
る
こ
と
を
精
一
ぱ
い
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

僕
が
心
に
残
っ
た
の
は
、
や
ま
な
し
が
落
ち
て
流
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

十
二
月
に
、
や
ま
な
し
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
、

「
ト
ブ
ン
」
や
「
ぼ
か
ぼ
か
流
れ
て
い
る
」
の
よ
う
な

ゆ
っ
く
り
し
た
感
じ
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
比
ゆ
や
、
ぎ
声
語
・
ぎ
音
語
を
用
い
て
、
様
子
を

見
事
に
表
し
て
い
る
こ
と
が
心
に
残
り
ま
し
た
。 

作
者
は
、
十
二
月
に
熟
し
て
落
ち
た
や
ま
な
し
の
よ

う
な
生
き
方
が
理
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
「
や
ま
な

し
」
と
い
う
題
名
に
込
め
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

僕
も
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
、

今
、
で
き
る
こ
と
を
精
一
ぱ
い
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

【 
 

部
に
対
す
る
教
師
の
助
言
】 

 

作
者
の
生
き
方
や
考
え
方
が
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の

夢
」
に
表
れ
て
い
ま
し
た
。
作
者
の
生
き
方
や
考
え

方
と
「
や
ま
な
し
」
を
読
ん
で
心
に
残
っ
た
と
こ
ろ

を
関
連
付
け
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。 

【 
 

部
に
対
す
る
友
達
の
意
見
】 

「
十
二
月
の
や
ま
な
し
が
落
ち
て
く
る
と
こ
ろ
」

と
対
比
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
、
「
五
月
の
か
わ
せ

み
が
出
て
く
る
と
こ
ろ
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
た
か
を
書
く
と
、
も
っ
と
よ

く
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

図 13 交流や教師の助言を基に児童３が修正した紹介カードの記述 
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Ｑ１ 「話すこと・聞くこと」の評価をするときに、どのようなことに気を付ければよいでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 「話すこと・聞くこと」において、一斉に活動している児童の様子を一人の教師が把握することは

困難です。そのため、活動の様子を撮影したり、書く活動を取り入れたりし、活動の様子を適切に見

取ることが大切です。 

例えば、次のような方法が考えられます。 

・活動の様子をビデオカメラやタブレット端末等で撮影する。 

・話す事柄が書かれたカードを操作している様子を観察し、どのような意図に基づいて操作して

いるのかを児童に質問する。 

・時間的な順序や事柄の順序を考えているかどうかをワークシートの記述内容から評価する。 

・ワークシートの記述と話し手が話した内容を照らし合わせて、話の内容を捉えて聞くことがで

きたかどうかを評価する。                  

Ｑ２ 観点別学習状況の評価をどのように総括したらよいでしょうか。 

 

 

 

 

 

Ａ 各事例の「７ 指導と評価の計画」に示したように、時間や学習活動のまとまりごとに、単元の評

価規準に基づいて、その実現状況を評価します。その上で、時間や学習活動のまとまりごとに行った

評価結果を総括します。 

  適切に評価を総括するために、例えば、次のような方法が考えられます。 

・時間や学習活動のまとまりごとの児童の学習状況を、下の表７のような一覧表にまとめておく。 

・単元の中で重点的に指導及び評価する指導事項に該当するものに印を付け、評価結果を総括する

際の参考にする（表７内※１）。 

・時間や学習活動のまとまりごとに、「十分満足できる」状況（Ａ）と判断した児童の様子を具体

的に記録しておく（表７内※２）。 

・「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した児童に、その様子と教師が行った指導を記録し、「おお

むね満足できる」状況（Ｂ）を実現することができるようにする（表７内※３）。 

 

表７ 一覧表（「話すこと・聞くこと」）の例 
 

９ Ｑ＆Ａ 

① ①(※１◎) ② ①

２・３・４ ２・３・４ ５・６・７ ２・３・４

カード ワークシート ワークシート
観察・

ワークシート

Ｂ Ｃ→Ｂ Ｂ Ｂ

※３
伝えたい内容が相

　手に伝わるための
　順序を教師と一緒
　に検討

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ
※２

聞き手に伝えるた
　めの効果的な表現
　について記述あり

Ａ Ａ Ａ Ａ
※２

見たことやしたことにつ
　いて思ったことを加えて
　いたり、様子を表す言葉
　を用いたりしている

※２
聞き手に与える印

　象の記述あり

※２
自分の経験と関連

　付けた感想あり

※２友達のカードの並
　べ方について助言

　あり

Ｂ

Ｂ

Ａ

評
価

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

※１Ａ

Ａ

児童２

児童３

思考・判断・表現知識・技能 主体的に学習に取り組む態度

単
元
に
お
け
る

評
価

単
元
に
お
け
る

評
価

単
元
に
お
け
る

評
価

評価方法

時間

単元の評価規準

（※◎印は重点）

評価の観点
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・国立教育政策研究所 『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校国語』

令和２年６月 東洋館出版社 

・文部科学省     『小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 国語編』 平成 29年７月 

東洋館出版社 

・国立教育政策研究所 『学習評価の在り方ハンドブック 小・中学校編』 令和元年６月 

・文部科学省     『Ｈ29・30年度改訂の学習指導要領下における学習評価に関するＱ＆Ａ』 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/qa/1421956.htm 

・文部科学省     『[別紙４]各教科等・各学年等の評価の観点等及びその趣旨（小学校及び特

別支援学校小学部並びに中学校及び特別支援学校中学校）』 

https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/attach/1415195.htm 

 ・光村図書      『年間指導計画・評価計画資料』 

  https://www.mitsumura-tosho.co.jp/kyokasho/s_kokugo/keikaku/index.html 

・東京書籍      『令和 2年度 年間指導計画作成資料』 

  https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/text/shou/list/keikaku.html 

 ・学校図書      『小学校 国語 年間指導計画作成資料』 

  https://gakuto.co.jp/kyokasyo/15s-kokugo/ 

 ・教育出版      『令和２年度版小学校教科書 年間指導計画・評価計画（案）』 

  https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/tokushu/post-22.html 

参考資料 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/qa/1421956.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/attach/1415195.htm
https://www.mitsumura-tosho.co.jp/kyokasho/s_kokugo/keikaku/index.html
https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/text/shou/list/keikaku.html
https://gakuto.co.jp/kyokasyo/15s-kokugo/
https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/tokushu/post-22.html

